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An Analysis of Learning Activities in a Technology Education  
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Abstract.   This study analyzed the learning activities in a textbook on technology education for teachers, in order to examine the 
learning processes and learning scenes detailed therein. Results of analyzing learning process, primary learning activity found each 
contents framework. Other learning activities designated to be related to complementary in learning process. Results of analyzing 
learning scene, 14 learning scenes, among them “Scene to recognize the impact on social life and progress of technology” and 
“Scene to devise methods and procedures for proper results,” could be identified through the classification of the learning activities.







































































ア）知識 知る， 聞く， 学習する， 理解する
イ）調査・検討 調べる， 話し合う， 検討する， 再現する， 確かめる
ウ）思考・判断 考える， 分類する， 比較する， チェックする，予想する， 選択する
エ）伝達 発表する， 公表する
オ）製作活動（設計，制作，育成を含む） 練習する， 構想図をかく， 接合する， 種まきを行う，編集を行う
カ）援助活動 準備する， 清掃活動する， 記録する， 記入する
キ）まとめ 評価する， 生かす， まとめる， 整理する



































































内容構成 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
出版会社 ガイダンス 技　術 評　価 ものづくり 合　計
T社　1998年版 ３ 29 １ 35   68
（0.7%） （  6.9%） （0.2%） （  8.3%）
T社　2008年版 ９ 33 ８ 30   80
（2.1%） （  7.8%） （1.9%） （  7.1%）
K社　1998年版 ２ 34 12 99 147
（0.5%） （  8.1%） （2.8%） （23.5%）
K社　2008年版 ８ 32 ６ 81 127
（1.9%） （  7.6%） （1.4%） （19.2%）
合　計 22 128 27 245 422






































































































・（　）内の割合は各内容構成の授業展開案数（Ⅰ： 22，Ⅱ： 128，Ⅲ： 27，Ⅳ： 245）で除した割合を示す。








































































 →●生産， 利用， 消費， 廃棄に対する技術的な倫理観 環境・資源への配慮
○ 巧緻性（ 器用さ） の形成
 →●身体と思考を協応する能力， 一般的には器用さと言われる巧緻性 動作・作業の合理化
○ 勤労や仕事に対する適切な理解力， および職業に対する判断力
 →●主として技術に関する職業， 仕事へのキャリア発達 勤労観・職業観
























































  5（56%）   5（  6%）   5（  5%）   4（  6%）   6（11%）
  7（54%）   9（14%）   4（11%）   9（26%）   5（10%）
12（54%） 14（10%）   9（  7%） 13（14%） 11（10%）
技術的な課題を創造・工夫して
解決する力
  0（  0%） 37（45%） 28（30%） 22（39%） 12（21%）
  2（15%） 20（31%）   9（24%） 14（41%） 16（31%）
  2（  9%） 57（39%） 37（28%） 36（40%） 28（27%）
技術的な活動や成果に対する技
術的な評価力
  0（  0%） 13（16%） 22（24%）   5（  9%） 15（28%）
  1（  8%） 18（28%） 19（50%）   8（24%） 13（25%）
  1（  5%） 31（21%） 41（31%） 13（14%） 28（27%）
生産，利用，消費，廃棄に対する
技術的な倫理観
  1（11%） 11（13%）   6（  7%） 10（17%）   4（  8%）
  1（  8%）   5（  8%）   6（16%）   2（  6%）   8（16%）
  2（  9%） 15（11%） 12（  9%） 12（13%） 12（11%）
身体と思考を協応する能力，一般
的には器用さと言われる巧緻性
  0（  0%） 15（18%） 31（33%） 12（21%） 15（28%）
  0（  0%） 12（19%）   0（  0%）   0（  0%）   6（12%）
  0（  0%） 27（18%） 31（24%） 12（13%） 21（20%）
主として技術に関する職業，仕
事へのキャリア発達
  3（33%）   1（  1%）   1（  1%）   4（  7%）   2（  4%）
  2（15%）   0（  0%）   0（  0%）   1（  3%）   3（  6%）
  5（23%）   1（  1%）   1（  1%）   5（  6%）   5（  5%）
該当なし
19 225 156 266 216
42 143   97   41   81
61 368 253 307 297
・上段はＫ社，中段はＴ社，下段は合計の学習活動種出数を示す。
・括弧内の％は，各内容領域の各段における技術的素養に該当した総数で除した割合を示す。
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